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C O N T E N T S
　■６月は環境月間です　

　■大韓民国果川市と友好都市提携締結へ

　■前納報奨金制度の廃止について／

　　白浜町図書館検討委員会委員の公募について

　■こんにちは町長です／町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

見ごろを迎えたバラ（平草原公園）
～ＲＯＳＥ ＦＥＳＴＩＶＡＬ ２００９ が開催されました～



広報しらはま６月号　�

６月は環境月間です
６月５日は白浜町環境の日

　６月は環境月間です。
　これは、１９７２年にストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を
記念して定められたものです。
　国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界環境デー」と定めており、
日本では環境基本法において６月５日を「環境の日」とし、白浜町も同じくこ
の日を「環境の日」、６月を「環境月間」と定めています。
　白浜町では環境月間に合わせてさまざまな行事を行います。

■お問い合わせ　役場生活環境課（℡４３ー６５８６）

■第１３回ごみと環境フェア開催
　ゴミ問題や環境問題の現況と、今後の取り組みについ
　て資料を展示するなどしていますので、ぜひ、お越し
　ください。
　●日時　６月２８日（日）午前９時～午後４時
　　　　　６月２９日（月）午前９時～午後３時３０分
　●場所　町立体育館（十九渕）
　●内容　手づくりマイバッグ作成教室・展示
　　　　　下水道・し尿処理施設のしくみ
　　　　　紙パックからつくるはがき作成体験
　　　　　石鹸製品展示と販売・絵画展　など
　●主催　第１３回ごみと環境フェア実行委員会

■海や川の一斉清掃
　町民みんなの力で、海や川をきれいにしましょう。
　皆さまのご協力をお願いします。
　●日　時
　第１回　６月２０日（土）午前６時～
　第２回　８月２９日（土）午前６時～
　※雨天の場合は順延。翌日も雨天の場合は中止

■環境パトロール
　６月中に実施します。
　町内の不法投棄現場について、白浜警察署・田辺
　保健所・白浜町が連携してパトロールを行います。
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削減しよう！温室効果ガス（ＣＯ２）　
　　　　～白浜町の削減目標数値は５％～

　地球温暖化を防止するため、２００５年２月に発効した「京都議定書」では、日本は温室効果
ガス（ＣＯ２）を６％削減することを約束しており、白浜町地球温暖化防止実行計画では５％の
削減を目標としています。
　皆さんも、毎日のくらしの中で、ＣＯ２を減らす工夫をしてみませんか。

CO2

￥

その行動で年間に削減できるＣＯ２の量

ＣＯ２削減の行動で年間に節約できる金額

CO2

￥

●冷房の温度を１℃高く（28℃）
　暖房の温度を１℃低く設定（20℃）

　　　約 33㎏／年

　　　約 1,800 円／年

CO2

￥

●お風呂の残り湯は洗濯や
　庭の水やりに使う。

　　　約７㎏／年

　　　約 4,200 円／年

CO2

￥

●冷蔵庫は物をいっぱい詰め込まず
　半分にする。

　　　約 19.9㎏／年

　　　約 960 円／年

CO2

￥

●電子レンジを使って野菜の
　下ごしらえをする。

　　　約 13.9㎏／年

　　　約 1,080 円／年

CO2

￥

●ガスコンロでお湯を沸かすときは
　湯沸かし器のお湯を入れる。

　　　約 10.1㎏／年

　　　約 550 円／年

●ポットやジャーの保温を
　止める。

　　　約 34㎏／年

　　　約 1,900 円／年

CO2

￥

ご飯が余ったら保温せ
ず食べる時にレンジで
温め直す方がお得です。

住宅の新築や改築時には省エネ
ルギー対策をしましょう。

お風呂は、３人まで
ならシャワーがお得。

以上のほかにも、日々の生活の中で工夫できること
はたくさんあります。
環境月間をひとつの機会として、地球にやさしい生
活を実践してみませんか。
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国際交流のまちを目指して

大韓民国果
クヮ

川
チョン

市
シ

と友好都市提携締結へ

　大韓民国果川市との友好交流について、約２年前に和歌山県
から提案を受けて以来、どのような交流ができるのか行政レベ
ルで実務協議を重ね、また「白浜町国際交流推進準備会」を設
立し民間団体とともに協議を重ねてきました。
　そして先ごろ、５月２１日に臨時議会が開催され、果川市と
の友好都市提携について議会議決がされました。今後は、ます
ます進展する国際化社会に向け、町民の皆さまとともに国際観
光都市にふさわしい町づくりを目指し、次代を担う子どもたち
のためにも、すでに提携を行っている米国ハワイ州ホノルル市
との関係も含め、さまざまな国際交流を進めていきます。

韓国語を話せる方、
ご連絡をください

　今後の韓国果川市との交流にあたり、韓
国語の通訳をできる方を募集しています。
　日常会話程度以上の韓国語を話せる方の
ご連絡をお待ちしています。
■連絡先　役場総務課まちづくり推進係
　　　　　（℡４３－６５９８）

今
回
は
、
果
川
市
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す

　

果
川
市
は
、
今
、「
韓
国
で
一

番
住
み
た
い
ま
ち
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

首
都
ソ
ウ
ル
の
南
側
に
位
置

し
、
ソ
ウ
ル
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
し
た
近
代
都
市
で
す
。

政
府
機
関
が
数
多
く
移
転
、
国
立

美
術
館
や
科
学
館
競
馬
場
、
遊
園

地
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
は
約
７
万
人
、
世
帯
数
約

２
５
，
０
０
０
世
帯
、
面
積
は
約

35
平
方
㎞
と
、
旧
白
浜
町
よ
り
少

し
小
さ
い
く
ら
い
の
広
さ
で
す
。

８
割
が
緑
地
帯
で
、
市
の
施
策
と

し
て
も
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
、

文
化
、
福
祉
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

【
交　

通
】

　

果
川
市
の
端
か
ら
端
ま
で
車

で
約
15
分
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
。

　

関
西
国
際
空
港
か
ら
仁イ

ン

川
チ
ョ
ン

国
際

空
港
ま
で
約
２
時
間
弱
、
仁
川
国

際
空
港
か
ら
果
川
市
ま
で
は
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
で
１
時
間
、
ソ
ウ
ル
か

ら
は
地
下
鉄
で
30
分
で
す
。

【
教　

育
】

　

小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、

高
校
が
４
校
あ
り
、
語
学
教
育

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
、
幅
広
い
世
代
に
人

気
が
あ
り
ま
す
。

【
国
際
交
流
】

　

現
在
、
カ
ナ
ダ
・
中
国
・
米
国

ハ
ワ
イ
州
の
都
市
と
提
携
を
結

び
、
青
少
年
語
学
研
修
を
は
じ
め

と
し
た
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
提
携
先
を
訪
問
し
て
交

流
す
る
場
合
の
交
流
費
用
を
助
成

す
る
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

白
浜
町
と
も
、
青
少
年
の
語
学

研
修
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
民
間
団

体
の
交
流
、
伝
統
文
化
・
芸
能
の

交
流
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
果
川
市
と
の
交
流
事
業
な

ど
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

今年４月に、果川市副市長を代表に実務協議団が来町
※白浜町長と果川市副市長の対談の様子

さまざまな交流事業について実務協議が行われました
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開
館
32
年
目
を

迎
え
た
白
浜
町
立

図
書
館
は
い
ろ
ん

な
課
題
を
か
か
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
白
浜
町
教
育
委
員
会

で
は
、
白
浜
町
立
図
書
館
の
在
り

方
に
関
し
て
調
査
、
検
討
し
、
白

浜
町
教
育
委
員
会
に
答
申
し
て
い

た
だ
く
白
浜
町
図
書
館
検
討
委
員

会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

※
本
年
度
の
検
討
委
員
会
の
開
催

は
４
回
（
夜
間
）
予
定

◆
募
集
人
員

　

検
討
委
員
10
人
の
内
４
人

◆
募
集
期
間

　

６
月
10
日
（
水
）
～
25
日
（
木
）

◆
応
募
資
格

・
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

・
図
書
館
に
関
心
が
あ
る
方

◆
応
募
方
法

（
１
）
応
募
書
類

　

①
氏
名
②
住
所
③
性
別
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
⑥

「
私
の
望
む
図
書
館
」
と
題
し
て
、

６
０
０
字
程
度
の
文
章
を
付
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
①
～
⑥
の
記
載
が
あ
れ
ば
書
式

は
自
由
で
す
。

（
２
）
提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
持
参

さ
れ
る
方
は
、
月
・
火
曜
日
を
除

く
10
時
～
17
時
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。　

◆
そ
の
他

※
応
募
書
類
は
返
却
し
な
い
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
よ
り
収
得
し
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
選
考
及
び
応
募

者
へ
の
連
絡
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

７
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

白
浜
町
立
図
書
館
（
本
館
）　

・
白
浜
町
１
３
３
５
番
地
の
１
３

・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

（
４
３

ー
２
９
２
２
）

・E-m
ail

：

toshokan@
tow

n.shiraham
a.

w
akayam

a.jp

白
浜
町
図
書
館
検
討
委
員
会
委
員
の

公
募
に
つ
い
て

『町県民税（普通徴収）』、『固定資産税・都市計画税』
前納報奨金制度の廃止について（お知らせ）

◆個人の『町県民税（普通徴収）』に対する前納報奨金制度は、平成２２年度から廃止します。
◆『固定資産税・都市計画税』に対する前納報奨金制度は、平成２２年度から次のように
　交付率を変更し、平成２４年度に廃止します。

＊全期分を一括納付していただく「全期納付」は、前納報奨金制度廃止後もこれまでどおりできますの
　でご利用ください。
＊口座振替制度をご利用いただいている方で、「一括振替（払込）」から「期別振替（払込）」に変更を
　希望される方は、振替をされている金融機関で変更手続をお願いします。
　
　　　納税者の皆さまには、今日まで、税負担の公平性や財源確保のためご理解をいただ
　　きまして誠にありがとうございました。
　　　今後とも引き続き、町税の納付期限内の納付にご協力をいただきますようお願い申
　　し上げます。なお、平成２１年度は、昨年度と同様の交付率です。

■お問い合わせ　役場税務課　課税係（℡４３ー６５８４）

期別税額の内訳 平成２１年度までの
交　付　率

平成２２・２３年度
交　付　率

平成２４年度以降
交　付　率

25,000 円以下の部分 6/1,000 (0.6％ ) 3/1,000 (0.3％ )

廃　止25,000 円を超え
　　　　250,000 円以下の部分 4/1,000 (0.4％ ) 2/1,000 (0.2％ )

250,000 円を超える部分 2/1,000 (0.2％ ) 1/1,000 (0.1％ )
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昭
和
４
年
６
月
１
日
北
東
の

風
、
雨
。
80
年
前
の
こ
の
日
は
、

昭
和
天
皇
が
瀬
戸
鉛
山
村
（
現
白

浜
町
）に
行
幸
が
あ
っ
た
年
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
50
年
後
に
ま
と

め
ら
れ
た
『
行
幸
記
録
』
に
も
詳

し
く
記
載
さ
れ
て
ま
す
。

　

当
時
の
村
の
人
口
は
、
わ
ず
か

２
，
１
７
８
人
で
し
た
が
、
突
然

現
人
神
で
あ
る
天
皇
陛
下
が
来
村

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
て
ん
や
わ

ん
や
の
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　

以
下
に
『
行
幸
記
録
』
か
ら
、

そ
の
当
時
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　

天
皇
陛
下
は
、
６
月
１
日
朝
７

時
30
分
田
辺
湾
へ
旗
艦
「
長
門
」

に
「
那
智
」「
灘
嵐
」
を
従
え
、

入
港
し
た
。
こ
れ
で
前
日
に
入
港

し
て
い
た
軍
艦
「
大
井
」
と
駆
逐

艦
５
隻
と
合
わ
せ
、
９
隻
に
の
ぼ

る
大
船
団
と
な
っ
た
。

　

行
幸
の
目
的
は
、
生
物
学
を
研

究
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
京
都

帝
国
大
学
臨
海
研
究
所
の
視
察
と

南
方
熊
楠
翁
の
神
島
で
の
御
進
講

と
臨
海
か
ら
畑
島
で
の
海
洋
生
物

の
採
集
と
研
究
に
あ
っ
た
。
行
幸

に
伴
い
、
村
は
３
，
５
０
０
円
の

予
算
を
組
み
、
瀬
戸
か
ら
臨
海
ま

で
の
海
岸
に
道
路
を
造
り
、
桟
橋

近
く
に
歓
迎
門
を
設
置
す
る
な

ど
、
受
け
入
れ
準
備
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

瀬
戸
鉛
山
村
の
行
幸
に
あ
た

り
、ま
ず
、天
皇
陛
下
は
旗
艦
「
長

門
」
か
ら
艦
載
船
水
雷
艇
に
乗
船

し
て
、綱
不
知
の
桟
橋
に
接
岸
し
、

上
陸
し
た
。
桟
橋
で
は
、
手
す
り

に
紅
白
の
布
が
巻
か
れ
、
先
導
員

に
続
い
て
２
番
目
に
上
陸
を
し
て

い
る
お
姿
が
写
真
に
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

　

朝
６
時
か
ら
瀬
戸
小
学
校
で
は

全
児
童
が
集
合
し
、
国
旗
掲
揚
式

典
を
行
い
、
７
時
30
分
に
は
瀬
戸

の
浜
奉
拝
所
に
移
動
し
て
、
拝
謁

の
時
を
待
っ
た
。

　

天
皇
陛
下
は
朝
９
時
23
分
、
綱

不
知
桟
橋
に
上
陸
し
、
こ
の
後
、

牧
野
内
大
臣
、
鈴
木
侍
従
長
、
奈

良
侍
従
武
官
長
、
岡
田
海
相
、
望

月
内
相
、
他
大
勢
の
随
行
員
を
従

え
、
徒
歩
で
雨
振
る
中
、
臨
海
研

究
所
に
向
け
て
進
ま
れ
た
。
途
中

沿
道
９
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
奉
拝

所
に
は
、
今
朝
か
ら
の
雨
に
濡
れ

な
が
ら
、
村
民
は
も
と
よ
り
各
地

域
か
ら
参
集
し
た
国
民
が
待
機
し

て
い
る
中
、
天
皇
陛
下
は
頭
巾
も

着
用
せ
ず
、
濡
れ
な
が
ら
手
を
上

げ
、
会
釈
を
続
け
な
が
ら
歩
い
て

い
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。そ
の
後
、

臨
海
で
現
在
の
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
発

着
所
あ
た
り
か
ら
御
座
船
に
乗
船

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
乗
者
は

京
都
帝
国
大
学
臨
海
研
究
所
駒
井

所
長
、
濱
田
嘱
託
、
西
園
寺
御
用

掛
、
土
屋
・
木
下
両
主
従
、
土
田

助
手
、
漕
ぎ
手
と
し
て
雑
賀
彌
之

助
、
南
常
三
郎
、
大
江
四
郎
の
３

人
が
カ
ー
キ
色
の
青
年
団
の
服
を

着
て
乗
船
し
た
。御
座
船
に
続
き
、

和
船
「
ぢ
の
し
ま
」
に
は
巣
潜
り

で
水
中
生
物
の
採
取
に
協
力
を
す

る
海
士
正
木
善
松
、
金
谷
徳
松
、

田
中
惣
一
郎
、
小
山
仙
之
助
、
金

津
佐
太
郎
が
青
年
団
の
服
を
着
て

乗
船
着
座
、
両
船
共
に
水
雷
艇
に

曳
航
さ
れ
、
少
し
離
れ
て
「
を
き

の
し
ま
」
に
は
、今
村
侍
従
武
官
、

海
江
田
侍
従
、
赤
塚
助
教
授
が
乗

船
し
、
他
の
水
雷
艇
に
乗
り
、
警

衛
し
な
が
ら
四
双
島
で
海
中
生
物

「
あ
ふ
ぎ
う
み
ひ
ど
ら
・
う
み
と

さ
か
・
う
み
ま
つ
・
い
ほ
や
ぎ
い

そ
ば
な
・
て
づ
る
も
づ
る
・
き
え

ぼ
ら
」
等
を
採
取
し
、
塔
島
で
30

分
ほ
ど
か
け
、
そ
の
他
「
ふ
と
や

ぎ
・
く
ろ
か
や
・
う
み
し
ば
・
い

ら
も
」
等
を
採
取
さ
れ
た
。
次
に

神
島
に
上
陸
し
、
南
方
熊
楠
翁
よ

り
御
進
講
を
受
け
、
林
中
で
粘
菌

等
の
探
査
を
し
て
い
る
が
、
わ
ず

か
な
時
間
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

引
き
続
き
畠
島
へ
上
陸
す
る
。
畠

島
は
、
当
時
徳
川
侯
爵
家
の
所
有

に
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
上
陸
地

に
点
在
し
て
い
た
二
枚
貝
や
巻
貝

の
化
石
を
手
に
と
っ
て
御
覧
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
は
第
三

紀
層
に
属
し
、
砂
岩
で
あ
る
。
畠

島
で
は
、
侯
爵
家
よ
り
派
遣
さ

れ
た
三
浦
英
太
郎
男
爵
と
畠
島
の

管
理
人
桑
原
富
蔵
の
協
力
を
得
て

「
め
り
べ
・
は
な
ぎ
ん
ち
や
く
・

き
ぼ
し
む
し
・
む
ら
さ
き
く
る
ま

な
る
こ
・
か
に
だ
ま
し
・
ひ
ざ
ら

が
ひ
・
よ
め
が
さ
ら
・
む
ら
さ
き

う
に
・
ば
ふ
ん
う
に
・
な
が
う
に
」

等
を
採
取
さ
れ
た
。
そ
の
後
再
び

水
雷
艦
に
乗
り
、
旗
艦
「
長
門
」

に
帰
艦
し
た
。
帰
艦
後
、
海
軍
軍

服
に
着
替
え
ら
れ
、
長
門
で
再
び

南
方
熊
楠
翁
よ
り
「
海
蛇
・
地
衣
・

菌
類
・
海か

い

棲そ
う

の
蜘
蛛
・
や
ど
か
り
」

等
を
、
約
25
分
に
わ
た
り
御
進
講

を
お
受
け
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
午
後
６
時
30
分
、
錨

を
上
げ
、
田
辺
湾
を
後
に
次
の
目

的
地
串
本
へ
向
わ
れ
た
。
朝
９
時

23
分
瀬
戸
鉛
山
村
の
地
に
上
陸
し

て
わ
ず
か
９
時
間
の
滞
在
で
あ
っ

た
が
、
村
民
は
で
き
る
こ
と
の
全

て
に
力
を
出
し
切
っ
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
取
り
組
み

は
、
お
そ
ら
く
村
始
ま
っ
て
以
来

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
行
幸
は
新
聞
等
で
全
国
に
大

き
く
報
道
さ
れ
、
全
国
民
が
地
図

を
広
げ
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
瀬

戸
鉛
村
山
を
探
し
た
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
行
幸
に
よ
り
、
村
内
の

道
路
等
の
整
備
が
促
進
す
る
と
と

も
に
、
４
年
後
の
国
鉄
紀
勢
線
の

南
進
と
白
浜
口
駅
の
開
設
に
繋
が

り
、
近
代
白
浜
温
泉
の
発
展
の
礎

に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
で
す



�　広報しらはま６月号

●西越団地排水路改良工事

西越団地内の排

水路の整備を行

いました。引続

き施工する予定

です。

ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●町道市江１号線法面補修工事

転倒する危険性のあった法面を保護する工事を

行いました。

●湯崎地区排水路改良工事

老朽化した排水路の整備を行いました。

●町道平才野線付帯工事

小山踏切改良工

事に伴い、才野

地区への道路準

備 を 行 い ま し

た。

●町道庄川口岩本線側溝補修工事

排水の悪かった側溝を補修しました。引続き施

工する予定です。

●白浜町消防庁舎建設工事

平成２１年 1 月末から着工している白浜町消

防庁舎建設工事の途中経過です。

早期完成を目指して努力しています。
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７６０人
　　　　　　（先月比　±　０人）

　　　　男　　１１，１０９人
　　　　　　（先月比　ー１０人）

　　　　女　　１２，６５１人
　　　　　　（先月比　＋１０人）

　世帯数　　１１，０５４世帯
　　　　　　（先月比＋３４世帯）

※平成２１年５月１日現在

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
を

　　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
毎
年
６
月
中
に
６
月
１
日
現
在

の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
５
月

末
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

も
し
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
引
き
続
い
て
６
月
分
以

降
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ず
次
の
い
ず
れ
か

の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

　

役
場
民
生
課
住
民
係
・
日
置
川

事
務
所
・
富
田
事
務
所
・
椿
出
張
所
・

安
居
出
張
所
・
市
鹿
野
出
張
所

　

な
お
、
窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
記
入
例
を
参
考
に
ご
記
入
の

上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課 
住
民
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
５
）

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た

り
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
原
則
と
し
て
医
療
機
関
の

窓
口
で
10
割
分
の
医
療
費
を
支
払

う
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
緊
急
に
医
療
を
受

け
る
必
要
が
生
じ
、
か
つ
、
医
療

費
の
一
時
払
い
（
全
額
負
担
）
が

困
難
な
場
合
に
は
、
短
期
保
険
証

を
交
付
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
役
場
民
生
課
医

療
保
険
係
、
日
置
川
事
務
所
健
康

福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

医
療
保
険
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
５
）

６
月
は
、
来
日
外
国
人
犯
罪
対

策
及
び
不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月
間

～
和
歌
山
か
ら

不
法
滞
在
を
な
く
そ
う
～

　

我
が
国
の
不
法
滞
在
者
は
、
約

12
万
８
千
人
～
13
万
６
千
人
（
平

成
21
年
１
月
１
日
現
在
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
不
法
滞
在
者
の
中

に
は
、
犯
罪
に
手
を
染
め
る
者
も

あ
り
、平
成
20
年
12
月
、政
府
（
犯

罪
対
策
閣
僚
会
議
）
は
、
不
法
滞

在
者
の
摘
発
強
化
と
不
法
滞
在
な

ど
を
助
長
す
る
犯
罪
の
取
り
締
ま

り
強
化
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携

を
し
な
が
ら
、
不
法
滞
在
者
の
摘

発
の
ほ
か
、
不
法
滞
在
外
国
人
を

雇
用
す
る
悪
質
な
事
業
主
等
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
し
て

い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
交
番
、
駐

在
所
、
警
察
署
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
警
察
署

　
（
℡
４
３
ー
０
１
１
０
）

２０１１年（平成２４年７月２４日）
までに、すべての地上テレビ
放送は、アナログ
からデジタルへ変
わります。

有料広告募集中
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平
成
21
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
の
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程

度
）の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
職
種

　

行
政
事
務
・
税
務
・
土
木
・

林
業

◆
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

◆
申
込
受
付
期
間

　

６
月
23
日（
火
）～
30
日（
火
）

◆
第
１
次
試
験
日

　

９
月
６
日
（
日
）

◆
試
験
地

　

和
歌
山
市
・
田
辺
市
・
京
都

市
・
福
知
山
市
・
大
阪
市
・
神

戸
市
・
奈
良
市

■
お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
係

　
（
℡
０
６
ー
４
７
９
６
ー

２
１
９
１
）

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.jinji.go.jp/kinki/

）

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促
進

お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
振
興

局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）
が
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌

を
持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を

受
け
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
６
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
６
月
18
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課
（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◇
６
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
１
会
議
室

◇
６
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
川
添
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
６
月
１
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

・
白
浜
町
役
場

　

・
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
６
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
川
添
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
同
相
談
で
す
。

お知らせ INFORMATION

◆入居可能日

　いずれも平成２１年７月１日から　

◆募 集 期 間

　６月１日（月）～１７日（水）

◆抽選日

　６月２２日（月）

　午前９時３０分から

※入居時には敷金が必要です。

※家賃のほかに、共益費が必要です。

■お申し込み・お問い合わせ

　　役場 建設課 都市計画係

 　　　　　　（℡４３－６５８９）

　　日置川事務所 産業建設係　　

　　　 　　　（℡５２－２３０２）

公営住宅入居募集

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

阪田新団地
平成 14 年度 白浜町 34 番地の 1 １戸 低層耐火 2 階建

２ＤＫ・49. 3㎡

平成 15 年度 白浜町 34 番地の 1 １戸 低層耐火 2 階建
２ＤＫ・60. 2㎡

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

安宅第２団地 平成 12 年度 白浜町安宅 59 番地の 1 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・70.0㎡

玉伝団地 平成   6 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・74.5㎡

市鹿野団地 平成   2 年度 白浜町市鹿野 1102 番地 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・70.3㎡

【白 浜 地 区】

【日置川地区】
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１
．
Ｄ
Ｐ
Ｃ
っ
て
何
？

　

入
院
医
療
費
に
お
い
て
、
従
来

の
計
算
方
法
は
診
療
で
行
っ
た
検

査
、
投
薬
等
の
内
容
に
応
じ
て
医

療
費
を
計
算
す
る「
出
来
高
払
い
」

方
式
で
し
た
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
は
病
名
や
診
療
な
ど
の

内
容
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
１
日

あ
た
り
の
医
療
費
を
基
本
と
し

て
、
全
体
の
医
療
費
の
計
算
を
行

う
「
定
額
支
払
い
方
式
」
で
す
。

　

な
お
、一
部
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
、

内
視
鏡
な
ど
の
専
門
的
な
技
術
料

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
出
来
高
払
い

方
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
入

院
に
か
か
る
医
療
費
は
定
額
分
と

出
来
高
分
を
あ
わ
せ
た
も
の
に
な

り
ま
す
。

２
．
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
な
る
と
医
療
費
は

安
く
な
る
の
？

　

患
者
さ
ま
の
病
気
の
種
類
（
病

名
）
と
診
療
内
容
に
よ
っ
て
１
日

あ
た
り
の
医
療
費
が
決
ま
る
た

め
、
高
く
な
る
こ
と
も
安
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
一
疾
病
で

も
病
院
に
よ
っ
て
医
療
費
が
若
干

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
．
高
額
療
養
費
の
扱
い
は
？

　

高
額
療
養
費
制
度
の
取
り
扱
い

は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
患
者
さ
ま
の
入
院
費

が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
計
算
に
な
る
の
で
は
な

く
、
労
災
保
険
、
自
費
診
療
、
口

腔
外
科
等
一
部
該
当
し
な
い
場
合

は
出
来
高
計
算
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

紀
南
病
院 

医
事
課 

入
退
院
係

（
℡
２
２
ー
５
０
０
０
）

社
会
保
険
紀
南
病
院
で
の

　

入
院
医
療
費
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

社
会
保
険
紀
南
病
院
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
別
定
額
支
払
い
式
）
対
象

病
院
に
な
り
、
平
成
21
年
７
月
１
日
か
ら
入
院
医
療
費
の
計
算
（
支
払
）

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

経済センサス・基礎調査は商店や工場、営業所、事務所、学校、旅館、学習塾、病院、
寺院などすべての事業所が対象となる大規模な統計調査です。
　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれからの行政を考える重要な基礎
資料として活用されます。
　６月中旬以降から調査票を配布いたしますので、調査票が届きましたらご記入をお願
いします。町民の皆さまのご協力をお願いいたします。
■お問い合わせ　役場総務課　まちづくり推進係（℡４３－６５９８）

７月１日、『経済センサス・基礎調査』を実施します
ーこれからの日本を考える基礎になりますー

お知らせ INFORMATION

◆
申
請
す
る
に
は

　

申
請
書
は
、
各
世
帯
の
世
帯
主

あ
て
（
住
民
票
上
の
住
所
）
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
郵
送
ま
た

は
窓
口
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い

場
合
は
定
額
給
付
金
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

申
請
者
お
よ
び
受
給
者
は
、
平

成
21
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
け
る
、
対
象
者
と
な
る
方
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
す
。

◆
給
付
を
受
け
る
時

　

支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
が

原
則
と
な
り
ま
す
。
現
金
に
よ
る

給
付
は
、
振
込
み
に
よ
る
給
付
が

困
難
な
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
振
込
先
が
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場

合
、
他
の
金
融
機
関
よ
り
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

役
場
定
額
給
付
金
室
、
富
田
事

務
所
、
日
置
川
事
務
所
、
安
居
出

張
所
、
市
鹿
野
出
張
所
で
申
請
に

関
す
る
相
談
や
確
認
書
類
を
無
料

で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
の
期
限

　

９
月
24
日
（
木
）
ま
で
。

定額給付金をよそおった「振り込め詐欺」にご注意ください！

町や県、総務省の職員などをかたった電話や郵便物を受け取った場合は、迷わず、町や白浜
警察署（℡４３ー０１１０）または警察相談電話（♯９１１０）などにご連絡ください。

■お問い合わせ　役場総務課　定額給付金室
　　　　　　　　（℡４３ー５５６４・５５６５・５５７０）

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

申
請
を
受
付
し
て
い
ま
す
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臨海の海底をダイバーが清掃活動

　５月２日、大阪のダイビングショップのスタッフら総勢
５０人が白浜町臨海の海浜等の一斉清掃を行いました。
　これは、「きれいな海にたくさんの方々に来ていただこう」
と夏のシーズン前に毎年、地元のダイビングショップと協力
をし、浜と海底の清掃を行っているものです。
　特に海底には、漂流物や不法投棄したごみ等も多く、２班
に分かれて、４０分ずつの時間を費やし、清掃を行いました。

ＲＯＳＥ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ　２００９　開催

　見ごろになった約８００種・１万７０００本のバラを観
賞してもらおうと、平草原公園と公園に隣接した旧南紀白
浜空港跡地のバラ園で、５月１１日～１７日の期間、初の「ロ
ーズ　フェスティバル」が開催されました。
　５月１６日には、バラを使ってのフラワーアレンジメン
トの講習会や、バラ栽培の講習会などのイベントが催され
ました。バラの写真コンテストも実施されており、結果発
表後は平草原公園管理事務所に展示される予定になってい
ます。
　期間中は多くの来園者があり、また、カメラを手にバラ
を撮影する人の姿も多く見られました。
　６月に入ってからも、しばらくはバラの花を観賞するこ
とができるとのことです。
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健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

梅
雨
間
近
、

家
庭
で
の
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

食
中
毒
と
い
う
と
飲
食
店
で
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
で
の
食
事
で
も
発
生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜

ん
で
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
食
事
づ
く
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
実
に

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

１
・
食
品
の
購
入 

①
肉
、
魚
、
野
菜
な

ど
の
生
鮮
食
品
は
新

鮮
な
物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

②
表
示
の
あ
る
も
の
は
賞
味
期

限
、
消
費
期
限
お
よ
び
保
存
方
法

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

２
・
家
庭
で
の
保
存 

①
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
７

割
程
度
で
す
。

②
細
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
、

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は

マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
維
持
す
る

こ
と
が
目
安
で
す
。 

３
・ 

下
準
備 

①
指
輪
や
時
計
を
は
ず
し
、
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
包
丁
や
ま
な
板
は
、
で
き
れ
ば

肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
と
そ
れ
ぞ

れ
別
に
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

③
包
丁
、食
器
、ま
な
板
、ふ
き
ん
、

た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使

っ
た
後
す
ぐ
に
洗
剤
と
流
水
で
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。煮
沸
し
た
り
、

熱
湯
を
か
け
る
か
漂
白
剤
に
つ
け

こ
む
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

 

４
・
調
理 

　

加
熱
す
る
食
品

は
中
心
部
ま
で
熱

を
通
し
ま
し
ょ
う
。
中
心
部
を
75

℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
す
る
の
が

目
安
で
す
。

５
・
食
事 

①
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

②
調
理
前
後
の
食
品
は
室
温
に
長

く
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

 

６
・
残
っ
た
食
品 

①
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
目
安

は
75
℃
以
上
で
す
。 

②
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
、食
べ
る
の
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

 

食
中
毒
は
簡
単
な
予
防
方
法
を

き
ち
ん
と
守
れ
ば
予
防
で
き
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
、
も
し
お
腹
が
痛
く

な
っ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気

持
ち
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

６月１０日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 18 年 11 月生

６月１６日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 7 月生

６月１８日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 11 月生

６月２５日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 2 月生

６月２６日（金） 13：20 ～ 13：30  日置川拠点公民館
 ４か月児・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 21 年 1・2 月生
　　　　　　   平成 20 年 7・8 月生

予防接種

６月　１日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

 ＭＲ予防接種

６月　２日（火） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館

６月　５日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

６月　８日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

６月１１日（木） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館

６月１２日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

６月２４日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
６月　１日（月）

※次回７月６日
 9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日

（6/7・7/5）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
 区に設定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 ６月　３日（水）  10：00 ～ 12：00  日置保育園
  子育てに関する相談など保健師が応
 じますのでお気軽にお越しください。

ファミリークラス ７月　５日（日）  13：00 ～ 13：10  中央保健センター
  妊婦さんと育児に関わるお父さんや
 家族の方も一緒にご参加ください。

胸部健診

【日置川地域】

　７月　１日（水）
　　　　２日（木）
　　　　３日（金）

　胸部レントゲン検診車が日置川地域の各地区を巡回します。
　対象：19 歳以上の方。詳しい日程などについては、後日、新聞折り込みチラシ
　　　　でお知らせ。65 歳以上の方には、個人通知。

６
月
の
予
定
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〒 649-2211　白浜町 1600
白浜町福祉センター内
TEL 0739-43-5566　FAX 0739-43-5567
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

6/8 本部事務所移転
十九渕 旧白鳥苑へ

　本年 2 月下旬から着工しておりました、旧白鳥苑の新本部事務所改修工事が
完了しました。6 月 5 日に開所式を行い、6 月 8 日（月）から新本部事務所で業
務を開始いたします。拠点の位置が変わっても社会福祉協議会の活動は今までど
おり、地域福祉を推進することに変わりはありません。今後も「ともに生き　と
もに支え合う福祉のまちづくり」を合言葉に、活動を進めてまいりますので、皆
さまの変わらぬご支援ならびにご協力をよろしくお願い申し上げます。

　本部事務所移転に伴い、住民の皆様、関係者の皆さまには、今までの

慣れ親しんだ場所、電話番号等から、新しい住所・電話番号等に馴染ん

でいただくまで、しばらくの間ご迷惑をおかけしますが、どうかよろし

くお願い申し上げます。

住所・電話番号・ＦＡＸ番号などが変わります！【６月８日（月）から】

《住　所》〒 649-2324 和歌山県西牟婁郡　
　　　　　　白浜町十九渕 274 番地の 1

《電　話》【代表（総務）℡４５ー２７１１】
	  【地域福祉℡４５ー３１１１】
	  【居宅介護支援事業所 ℡４５－１９００】
	  【訪問介護事業所 ℡４５－１９２２】

《ＦＡＸ》４５－２７７７　　　　　 

mon
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堅　

田　
　
　

湯 

川　

浩 

彰　

様

　
　

堅　

田　
　
　

湯 

川　

真 

美　

様

　
　

堅　

田　
　
　

堅 

田　

輝 

昭　

様

　
　
　

栄　
　
　
　

古 

岡　

光 

則　

様

　
　
　

栄　
　
　
　

小 

幡　

博 

巳　

様

　
　

田
辺
市　
　
　

山 

本　

雄 

志　

様

　
　

上　

町　
　
　

小 

出　
　

洋　

 

様

　
　

安　

宅　
　
　

平 

阪　

康 

仁　

様

　
　

大　

古　

愛
の
会
和
歌
山

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表 

林 

丈
嗣　

様

　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
4 

月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

福
祉
委
員
会
議
町
内
各
地
区
で
開
催
！

　　

6
月
よ
り
各
地
区
で
福
祉
委
員
会
議
を
開

催
し
、
福
祉
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
意
見
交
換
の
機
会
を
持
た
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
委
員
は
地
域
の
つ
な
ぎ
役
、
見
守
り

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
で
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
ま
す
。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

6/1 人　　権 新本部事務所

6/8 弁 護 士 新本部事務所

6/15 司法書士 新本部事務所

6/22 一　　般 町立児童館

6/29 一　　般 青少年研修センター

7/6 弁 護 士 新本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４３－５５６６
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

6/5　 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

6/10 一　　般 み　ま　い　荘

6/17 人　　権 川添山村活性化支援センター

6/24 一　　般 高齢者生活福祉センター 

7/3 弁 護 士 み　ま　い　荘

7/8　 一　　般 川添山村活性化支援センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

　内　　　容 担　当

「手で伝える」

 手引きや点字の使われ方を知ろう！

　チューリップ

　　　　　小田川　隆
「声で伝える」

 生活の息吹きを自分の言葉で話そう！

　チューリップ

　　　　　堅田　凱子
「心で伝える」

 相手を思い遣る気持を膨らまそう！

　チューリップ

　　　　　坂口　志津子

１３年間、町広報や新聞記事等をテープで制作して
いる朗読ボランティアグループ「チューリップ」と
の共催です。お申し込みは社協事務所まで !

【日　時】　6 月 24 日（水）～ 26 日（金）
　　　　　午後１時から

【場　所】　中央公民館　３階会議室
【定　員】　６人
　　明るく、元気な方のご参加
　をお待ちしています。

目の不自由な方のための

朗読ボランティア養成講座のご案内

在宅介護者の集い

　同じ悩みを持つ方々が集まり、日頃の悩みを
打ち明け、ストレス解消方や介護技術等の役立
つ情報を聞くことで、少しでも心のリフレッ
シュにつながればという目的で開催していま
す。

会場 日時 場　　所

日置川会場
６月１６日（火）

午前１０時から

社協日置川支部

（日置 197-1）

白浜会場
６月１８日（木）

午前１０時から

社協白浜本部

（十九渕 274-1）

お申し込みは最寄りの社協
事務所まで !

ご家族の介護で不安や悩みはありませんか？
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

昔
、
湯
崎
に
お
菊
と
い
う
幼

い
海
女
が
い
た
。

お
菊
の
父
親
は
腕
の
い
い
漁

師
だ
っ
た
が
、
時し

化け

に
あ
っ
て
死

ん
だ
。
そ
の
た
め
お
菊
は
海
女
に

な
っ
て
、
病
気
の
母
親
と
弟
を
健け

な

気げ

に
養
っ
て
い
た
。

南
千
畳
の
ジ
ョ
ウ
モ
ン
岬
の

根
元
に
潮
が
引
く
と
ト
コ
ブ
シ
や

ヨ
コ
貝
な
ど
が
び
っ
し
り
つ
い
て

い
る
岩
棚
が
あ
る
。

だ
が
そ
の
海
に
は
、
大
蛸n

が
い
て
、
近
づ
く
と
引
き
ず
り
こ

ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
誰
も

近
づ
か
な
い
場
所
だ
っ
た
。

お
菊
は
先
輩
の
よ
う
に
う
ま

く
海
老
や
ア
ワ
ビ
を
獲
れ
な
い
た

め
に
、
怖
い
と
思
い
な
が
ら
も
そ

の
岩
棚
で
貝
を
獲
っ
て
、
母
親
や

弟
に
食
べ
さ
せ
て
い
た
。

あ
る
日
、
日
が
暮
れ
て
も
お

菊
が
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
仲
間

の
海
女
が
南
千
畳
に
捜
し
に
い
っ

た
が
、
お
菊
の
姿
は
な
か
っ
た
。

大
蛸
に
や
ら
れ
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
み
ん
な
で
湯

崎
の
磯
か
ら
三
段
壁
ま
で
、
岩
場

を
潜
っ
て
何
日
も
捜
し
た
が
、
お

菊
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

数
日
後
、
岩
棚
に
ア
ワ
ビ
や

蛸
、
海
老
な
ど
が
置
か
れ
て
あ
る

の
を
釣
人
が
見
つ
け
た
。

そ
ん
な
風
に
貝
や
魚
が
置
か

れ
る
日
が
時
々
続
い
た
。

お
菊
が
あ
の
世
か
ら
母
親
や

弟
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
置

い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
見
つ
け
た
者
が
、
家
ま
で
運

ん
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
岩
棚
を
誰

と
も
な
く
「
お
菊
の
棚
」
と
い
う

よ
う
に
な
っ
た
。

白
浜
老
人
大
学
は
、
４
月
22

日
に
開
校
式
と
４
月
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
年
度
の
学
級
長
に

は
、白
良
会
の
馬ば

道ど
う

正ま
さ

次じ

さ
ん
が
、

副
学
級
長
に
は
円
月
会
の
南

み
な
み

榮さ
か
えさ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ

た
例
会
で
は
、「
よ
く
わ
か
る
！

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
と
題
し
、

総
務
省
和
歌
山
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
次
長
の
次つ

ぎ

田た

修
お
さ
む

氏

を
講
師
に
、
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
な
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
切

り
替
え
に
乗
じ
た
詐
欺
、
い
わ
ゆ

る
「
地
デ
ジ
詐
欺
」
の
事
例
も
紹

介
さ
れ
、注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

さ
ざ
な
み
学
級
生
25
人
は
、

５
月
例
会
と
し
て
、〈
日
置
川
の

文
化
財
を
学
ぶ
〉を
テ
ー
マ
に「
日

置
川
史
跡
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

白
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
上う

え

野の

宏
ひ
ろ
し

先
生
を
講
師
に
、

日
置
川
町
の
文
化
財
に
つ
い
て
、

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
説
明
を
受

け
た
後
、
正
光
寺
、
日
出
神
社
、

塩
野
薬
師
本
尊
、
八
幡
神
社
を
訪

れ
ま
し
た
。

日
置
川
地
域
の
文
化
財
に
初

め
て
触
れ
る
学
級
生
ば
か
り
で
、

日
置
川
地
域
の
歴
史
を
知
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
デ
ジ
っ
て
な
ぁ
に
？

～
白
浜
老
人
大
学
開
講
～

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
会
】

　
『
お
菊
の
棚
』（
場
所　

南
千
畳
半
田
台
先
端
）

第３９回 趣味の作品展

　◆開催日時
　　６月２６日（金）～２８日（日）
　　午前９時～午後５時
　　※ただし、２８日は午後４時まで

　◆会　場
　　白浜町中央公民館　１階　集会室

　◆展示物
　　きり絵・紀州てまり・盆景
　　木彫り・木版画・ちぎり絵　など

　■主　催
　　天狗クラブ・白浜町中央公民館

『
日
置
川
の
史
跡
を
め
ぐ
る
』

～
さ
ざ
な
み
学
級
～

【日出神社】

【塩野薬師堂】
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

◆
募
集
人
員　

２
人

◆
業
務
内
容

　

遊
泳
者
の
監
視
及
び
プ
ー
ル
内

外
の
清
掃
等

◆
対　

象

　

白
浜
町
在
住
で
、
18
歳
以
上
の

体
力
と
水
泳
に
自
信
の
あ
る
方

◆
期　

間

　

７
月
18
日
～
８
月
31
日

◆
勤
務
時
間

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

◆
賃
金
（
日
額
）

　

３
，
０
５
０
円

◆
通
勤
費

　

自
宅
か
ら
日
置
プ
ー
ル
ま
で
、

２
㎞
以
上
の
方
に
支
給

◆
締
切
日

　

７
月
３
日
（
金
）

◆
申
込
方
法

①
申
込
書
を
日
置
川
教
育
事
務
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
事
務
所
に
置
い
て
い

ま
す
。

②
後
日
、
面
接
等
を
行
い
ま
す
。

③
採
用
者
に
は
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
置

川
教
育
事
務
所
（
℡
５
２
ー

２
６
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

白
浜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
日
置
プ
ー
ル
の
監
視
員
を
、
左

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

文
字
通
り
五
月
晴
れ
の
気
持
ち

よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
５
月
１
日

に
、
日
置
小
学
校
３
年
生
の
児
童

９
人
が
「
ま
ち
探
検
」
で
日
置
川

拠
点
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
探
検
」
は
日
置
小
学
校

の
３
年
生
が
２
班
に
分
か
れ
て
旧

日
置
川
地
域
を
歩
い
て
施
設
の
場

所
を
確
認
し
た
り
、
郵
便
局
や
消

防
署
、
お
店
な
ど
を
訪
問
す
る
社

会
見
学
の
こ
と
で
、
日
置
川
拠
点

公
民
館
に
来
た
児
童
た
ち
は
、
職

員
に
質
問
を
し
た
り
、
公
民
館

で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
図
書
館
日
置
分
室
の

本
の
所
蔵
数
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
真
剣
に
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め

て
い
ま
し
た
。

「
ま
ち
探
検
」
で

日
置
川
拠
点
公
民
館
を
訪
問

◆ 講習内容	 ｢デジカメ｣ と ｢ワード｣
◆ 開催期間	 前半　６月２２日（月）～６月２６日（金）
		  後半　６月２９日（月）～７月３日（金）
		  いずれも午後７時～９時
　※前半は ｢デジカメ」、後半は「ワード」について学習
◆ 開催場所	 日置川拠点公民館２階　視聴覚室
◆ 対  象  者	 白浜町在住の成人で、デジタルカメラを所
　　　　　　　有し、文字入力がある程度できる方
◆募集人員　　１５人
◆受  講  料	 前半､ 後半ともに２, ０００円
◆ 受付期間	 ６月８日（月）～１７日（水）
　		  ※電話もしくは直接来館にて受け付けます
                    	 ※先着順、定員になり次第締め切ります
                    	 ※土・日曜日はお休みです
◆ そ  の  他 
　①前半のみ、あるいは後半のみの受講も可能
        ※申込み時に申し出てください
　②講習には所有しているデジタルカメラ付属品一式を持参
　③教室開設の最低実施人数は５人

日置川ＩＴ講習会　受講生大募集 !!
日置川拠点公民館では、毎年好評のＩＴ講習会を下記の

要領で開催します。興味のある方はぜひご参加ください。

　■申し込み・お問い合わせ
　　日置川教育事務所（℡５２ー２６６０）

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル

監
視
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
募
集
に
つ
い
て
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楽しかったね！「こどもの日」

　５月５日、児童福祉週間にちなみ「こどもの日だよ！

みんな集まれ！」を開催しました。

　当日はあいにくの天候となってしまいましたが、約

５００人の親子の皆さんが来館し、大変賑わいました。

　子どもたちに大人

気の、カプラのコー

ナーでは、カプラの

木 の 板 を 高 く 積 み

上げたり、少しずつ

板をずらして橋をつ

くったりと、さまざな作品ができあがりました。積み上

げたカプラを壊してしまうときには、「わぁー！」と大

きな歓声が響いていました。

　ほかにも、消防本部から消防車の展示、図書館から、

おはなしと折り紙のコーナーなどがあり、子どもたちに

大人気でした。

　最後には、白浜中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏会

があり、みんながよく知っている“崖の上のポニョ”な

ど５曲を演奏してくれました。手拍子をしたり、手あそ

びをしたりと、音楽に合わせてみんなで楽しみました。

　また、帰りには、参加し

てくれた子どもたちに、か

しわ餅のお土産が配られま

した。

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　ぐずついたお天気が続きます。

　心も沈みがちですが、図書館に遊

びにきませんか。いろんな本を手に

とって見るのも気晴らしの一つです。

＝平成２1 年度 教科書展示会＝
　

　　下記の日程および会場で教科書の

　展示をします。またとない機会です

　ので、ぜひお越しください。

　①白浜町立図書館（本館）

　　６月２０日（土）～７月１０日（金）

　　午前１０時～午後５時　※月・火曜日、第４金曜日は休み

　②日置川拠点公民館

　　６月１９日（金）～７月９日（木）

　　午前９時～午後５時　※土・日曜日は休み

蔵書点検

　図書の整理のため下記の日程で “ 蔵書点検 ” を行いま
す。蔵書点検期間中は休館になりますので開室している
分室をご利用くださいますようよろしくお願いします。

（“ おはなし玉手箱 ” もお休み）
◎本　館　６月１０日（水）～６月１４日（日）

６月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　６月６日・１３日・２０日・２７日
　　※６月１３日は富田分室のみ。

　☆しらはま子どもの本の会

　　６月１８日（木）　午前１０時～　本館
　　テキスト “香

こう

月
づき

　日
ひの

輪
わ

の本 ”
　　＊テキストは本館においてあります。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

わがやのスター

【白浜町東白浜　在住】

 真
ま

鍋
なべ

　うるは ちゃん　（平成１８年１０月８日生）

 　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　	 いつまでも素直で明るく、

		  やさしいウルハでいてね！

父　吉広さん・母　のぞみさん

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

限
定
の
チ
ェ
リ
ー
売
れ
ゆ
く
早
々
と　
　

祥さ
ち

子こ

　

社
や
し
ろ
な
る
楠く

す

の
大
樹
や
若
葉
し
て　
　
　
　

喜き

代よ

子こ

　

吾
が
畠
通
い
路
と
な
る
猫
の
恋　
　
　
　

き
み
子

　

燕
来
る
山
河
に
ひ
か
り
溢
れ
ゐ
て　
　
　

幸さ
ち

子こ
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（詳しくは、役場総務課広報担当まで）
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～地域ぐるみの子育てを目指して～

　子どもたちは、将来、社会を支えていく地域の宝で

す。当校校歌には、「伸びゆく姿　きそいつつ　心を

みがき　身をきたう」「汗のよろこび　たたえつつ　

明日の文化を　実らせん」とあります。当地の先輩諸

氏は、「豊かな心を持ち、知・徳・体の調和のとれた

自立した人間の育成」を願い努力されてこられたもの

と推察します。

　平成１８年４月に地域安全見

守り隊の発足式を行って以来、

内ノ川・保呂・庄川・平地区で

隊員の方は１５７人にのぼり、

黄色い帽子をかぶって子どもた

ちの登下校を日々見守ってくれ

ています。また、健全育成活動

にもご協力をいただいています。

　改革の時代、混迷の時代、国際競争の時代と言われ

る今日、子どもたちは世の中や地域社会をどのように

見ているのでしょうか。断片的であっても時代を写す

情報は子どもたちの目に入り、耳に聞こえてきます。

そして、大人にはわからない感性で感じ取っています。             

　これから、この子どもたちにどのような教育をして

いけばよいのかを、将来を見通して見抜き、子どもた

ちが自分の進むべき道をしっかり見据えられるよう、

学校・家庭・地域の絆をより一層深いも

のにしていければと考えています。

　「教育は信頼と協力によって成り立つ」

ものであることを肝に銘じ共に行動する

ことで、子どもたちの豊かな人間性や社

会性を育てていけたらと願っています。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

北富田小学校
（白浜町内ノ川：児童数１３３人）

ありがとう集会
（地域安全見守り隊の方々に感謝）

新型インフルエンザについて

■新型インフルエンザとは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【通常のインフルエンザとの違い】
　新型のインフルエンザは誰も免疫をもっていないため、通常のインフルエンザに比べると、
　感染が拡大しやすく、多くの人がインフルエンザになることが考えられます。

■新型インフルエンザ対策については、次のような対応をお願いします。　　

　１　正しい情報に基づいた冷静な対応をお願いします。
　２　季節型のインフルエンザ対策同様、手洗い、うがい、咳エチケット等で予防に心がけ
　　　てください。

　　発熱や咳など、新型インフルエンザ感染を疑わせる症状がある方は、
　　医療機関を受診する前に、まず「新型インフルエンザ発熱相談センター
　　（℡２６ー７９３３）」へ相談してください。

　　■お問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　○相談窓口・発熱相談センター　田辺保健所
　　　℡２６ー７９３３（午前 9 時～午後 5 時 45 分）　
　　　℡２６ー７９３１（夜間）
　　○白浜町総合相談窓口　総務課防災対策室
　　　℡４３ー６５９８（午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分）


